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小布施丸なす保存会のメンバー、芳川泰幸さんの畑（小布施町六
川）。比較的涼しい午前のうちに作業する。収穫は７月中旬以降

　

須
高
地
区
に
は
県
が
認
定
す
る
信
州
の
伝
統
野
菜

が
四
つ
あ
る
。
須
坂
の
「
八
町
き
ゅ
う
り
」「
沼
目

越
瓜
（
し
ろ
う
り
）」「
村
山
早
生
牛
蒡
（
ご
ぼ
う
）」、

小
布
施
の
「
小
布
施
丸
な
す
」
だ
。
特
有
の
気
候
風

土
に
適
応
し
た
特
徴
的
な
「
食
の
文
化
財
」
は
、
消

滅
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
大
切
に
受
け
継
が
れ
る
。

し
か
し
、
高
齢
化
な
ど
で
生
産
者
離
れ
は
喫
緊
の
課

題
。
そ
こ
で
継
承
の
今
を
追
い
、
こ
の
時
季
、
こ
こ

で
し
か
作
ら
れ
な
い
伝
統
野
菜
の
魅
力
に
触
れ
る
。

ま
ず
は
、「
小
布
施
丸
な
す
」
か
ら
―
。

【小布施丸な
す】度重なる
千曲川の氾濫
は、被害をも
たらす反面、
河川敷を肥沃
の土壌にした。その地で明治30年
代後半、山王島の湯浅寿平さんは良
質な小布施丸なすを研究開発。息子
・小平さんによって市場生産が拡大
された。昭和30年代、品種改良さ
れた格安な苗に押され、味が良くて
も手間がかかる小布施丸なすは姿を
消した。そうした中でも唯一、安藤
利一（故人）さんは種を引き継いで
いた。なすは１個あたり350 ～ 400
㌘と大きく、扁平の巾着型。実はし
まっていて型崩れしにくいため、さ
まざまな料理で重宝される。

【湯浅家に残る当時の写真】小布施
丸なすを研究開発した湯浅寿平さん
のひ孫にあたる湯浅清子さん（山王
島）が自宅に保存する写真。苗床の
管理をしているのは寿平さんと思わ
れる。

田
さ
ん
が
採
取
し
た
保
存

種
を
専
門
業
者
に
預
け
、

必
要
数
を
小
林
郁
夫
さ
ん

（
84
、
中
子
塚
）
が
育
苗

し
て
い
る
。
種
を
自
家
採

取
し
、
自
根
栽
培
す
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。

 

◇　
　
　
　

◇

　

本
年
度
は
正
会
員
８
人

（
団
体
）
が
計
35
㌃
で
栽

培
す
る
。
面
積
は
10
年
前

の
半
分
以
下
。
収
穫
見
込

み
は
約
２
万
個
。
そ
れ
ぞ

れ
契
約
す
る
飲
食
店
や
旅

館
、
町
振
興
公
社
な
ど
に

出
荷
さ
れ
る
。
今
年
は
伝

統
野
菜
に
着
目
し
た
大
手

ス
ー
パ
ー
か
ら
声
が
掛
か

っ
て
い
る
と
い
う
。

　

「
輪
切
り
に
し
て
ス
テ

ー
キ
で
食
べ
る
の
が
最
高

な
ん
だ
」
「
フ
ラ
イ
パ
ン

で
焼
い
て
、
塩
か
し
ょ
う

ゆ
で
シ
ン
プ
ル
に
」
「
や

っ
ぱ
り
カ
レ
ー
に
入
れ
る

の
が
一
番
だ
」
。
地
元
の

生
産
者
が
誰
よ
り
も
「
小

布
施
丸
な
す
」
の
お
い
し

さ
を
知
っ
て
い
る
。

　
　

◇　
　
　
　

◇

　

２
０
０
３
年
、
新
た
な

小
布
施
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
会

社
ア
・
ラ
・
小
布
施
は
小

布
施
丸
な
す
の
復
活
に
着

手
。
07
年
、
信
州
の
伝
統

野
菜
に
認
定
さ
れ
、
12
年

に
生
産
者
や
飲
食
店
主
な

ど
町
内
外
の
25
人
で
「
小

布
施
丸
な
す
研
究
会
」
が

発
足
し
た
。

　

当
初
、
苗
作
り
は
、
種

を
守
り
続
け
て
き
た
安
藤

利
一
さ
ん
と
吉
田
高
栄
さ

ん
（
矢
島
）
が
担
っ
て
い

た
。研
究
会
メ
ン
バ
ー（
生

産
者
）
11
人
が
計
77
㌃
で

栽
培
。
品
評
会
を
開
く
な

ど
品
質
向
上
と
普
及
に
努

め
て
き
た
。

　

現
在
は
保
存
会
と
な
っ

て
活
動
。
安
藤
さ
ん
と
吉

　

こ
の
時
季
な
ら
で
は
の

お
や
き
は
、
家
庭
で
も
お

店
で
も
定
番
。
町
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
蒸
し
焼
き

な
ど
の
懐
石
料
理
が
評
判

だ
。
み
そ
店
で
は
漬
け
物

に
。学
校
給
食
で
は
今
月
、

ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
ス
パ
ゲ
テ

ィ
、
夏
野
菜
カ
レ
ー
で
提

供
さ
れ
る
。
栗
ガ
丘
小
４

年
は
栽
培
に
携
わ
り
、
教

育
面
で
も
地
域
の
食
文
化

は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　

一
度
食
べ
た
ら
ま
た
食

べ
た
く
な
る
と
高
く
評
価

さ
れ
る
丸
な
す
だ
が
、
栽

培
に
手
間
が
か
か
る
割
に

収
益
性
が
低
い
―
な
ど
の

課
題
は
拭
い
き
れ
な
い
。

　

保
存
会
は
本
年
度
、
人

材
育
成
や
販
路
開
拓
に
力

を
入
れ
る
他
、
小
布
施
丸

な
す
フ
ェ
ア
、
物
産
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
す

る
計
画
だ
。
新
会
長
に

就
い
た
工
藤
陽
輔
さ
ん

（
40
、
北
岡
）
は
「
食
べ

た
い
と
思
っ
て
も
ら
い
、

生
産
者
も
作
り
た
い
と
思

え
る
よ
う
に
、
価
格
面
も

含
め
て
、
小
布
施
ブ
ラ
ン

ド
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

【
信
州
の
伝
統
野
菜
】
県
は
２
０
０

６
年
に
、
固
有
品
種
の
継
承
と
地
域
振

興
を
目
的
と
し
た
「
信
州
伝
統
野
菜
認

定
制
度
」
を
創
設
。
「
来
歴
」
「
食
文

化
」
「
品
種
特
性
」
の
３
項
目
で
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
も
の
を
選
定
し
て

い
る
。
今
年
３
月
現
在
、
83
種
類
。

　

【
伝
承
地
栽
培
認
定
】

　

伝
承
地
で
継
続
的
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
伝
統
野
菜
お
よ
び
一
定
の
基
準
を
満

た
し
た
生
産
者
グ
ル
ー
プ
を
認
定
。
今

年
３
月
現
在
、
52
種
類
、
50
団
体
。
須

高
に
あ
る
信
州
の
伝
統
野
菜
４
種
類
は

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

真
夏
が
似
合
う
濃
紫
色

　
　
「
食
べ
て
納
得
」　

存
在
価
値
見
つ
め
直
し
て　

1

小
布
施
丸
な
す
編
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望
の
光
だ
。

　

高
甫
小
は
毎
年
、
総
合

的
な
学
習
の
一
環
で
、
３

年
生
と
４
年
生
が
八
町
き

ゅ
う
り
の
栽
培
に
取
り
組

む
。
本
年
度
は
３
年
生
31

人
、
４
年
生
22
人
が
５
月

末
、
学
校
近
く
の
畑
に
約

60
本
を
植
え
た
。

　

水
や
り
や
草
取
り
は
授

業
開
始
前
に
児
童
が
交
代

で
実
施
。
７
月
上
旬
に
数

本
を
初
収
穫
し
た
。
取
材

し
た
５
日
は
整
枝
作
業
の

た
め
、
４
年
生
全
員
が
畑

に
集
合
。
つ
る
が
垂
れ
な

い
よ
う
誘
引
し
な
が
ら
、

宮
尾
愛
夏
（
あ
い
な
）
さ

ん
、
丸
田
優
衣
さ
ん
、
本

藤
雪
菜
さ
ん
は
、
「
八
町

き
ゅ
う
り
は
お
い
し
い
か

ら
大
好
き
」
「
自
分
の
家

で
も
作
っ
て
み
た
い
な
」

と
声
を
弾
ま
せ
た
。

　

担
任
の
松
倉
邦
幸
先
生

は
「
こ
こ
で
し
か
作
ら
れ

な
い
地
域
の
伝
統
野
菜
に

誇
り
を
も
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
汗
を
流
す
。

　

収
穫
量
は
日
々
増
加

し
、
20
日
に
は
約
60
㌔
を

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

納
入
。
翌
日
「
八
町
き
ゅ

う
り
と
わ
か
め
の
梅
肉
あ

え
」
と
し
て
市
内
の
学
校

給
食
で
提
供
さ
れ
た
。
高

甫
小
児
童
が
作
っ
た
見
事

な
八
町
き
ゅ
う
り
。
味
は

格
別
だ
っ
た
は
ず
―
。

　

「
今
年
は
今
ま
で
で
一

番
、
出
来
が
い
い
」
。
八

町
き
ゅ
う
り
研
究
会
会
長

の
黒
岩
留
男
さ
ん
（
77
、

明
徳
町
）
は
、
あ
れ
こ
れ

試
行
錯
誤
し
た
今
年
の
収

穫
に
期
待
を
込
め
た
。
自

身
は
２
０
１
０
年
か
ら
栽

培
し
て
い
る
。

　

毎
日
、
頃
合
い
を
見
て

順
次
収
穫
。
併
せ
て
枝
の

整
理
や
水
や
り
―
。
炎
天

下
で
手
間
を
か
け
、
大
切

に
育
て
た
み
ず
み
ず
し
い

キ
ュ
ウ
リ
の
姿
に
納
得
の

表
情
を
浮
か
べ
る
。
「
生

の
ま
ま
丸
か
じ
り
し
て
、

本
来
の
お
い
し
さ
を
味
わ

っ
て
ほ
し
い
」
。
収
穫
は

８
月
末
ま
で
続
く
。

◇　
　
　

◇

　

研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
中

で
本
格
的
に
栽
培
す
る
の

は
、
当
初
よ
り
数
人
減
っ

て
現
在
は
３
人
。
会
全
体

で
近
年
は
Ｊ
Ａ
に
１
５
０

０
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
３

㌔
）
前
後
を
出
荷
す
る
。

研
究
会
事
務
局
（
市
農
林

課
）
に
よ
る
と
「
毎
年
変

動
す
る
が
、
生
産
量
は
大

幅
に
減
る
こ
と
な
く
、
ほ

ぼ
横
ば
い
」
と
い
う
。

　

た
だ
、
生
産
者
の
高
齢

化
、
人
材
不
足
は
避
け
ら

れ
な
い
。黒
岩
会
長
は「
家

庭
菜
園
で
少
し
作
る
人
は

い
る
が
、
生
産
者
と
し
て

や
ろ
う
と
い
う
人
は
な
か

な
か
い
な
い
。
声
は
か
け

て
い
る
ん
だ
け
ど
…
」
。

そ
う
し
た
中
で
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
存
在
は
希

　

【
信
州
の
伝
統
野
菜
】
県
は
２
０
０

６
年
に
、
固
有
品
種
の
継
承
と
地
域
振

興
を
目
的
と
し
た
「
信
州
伝
統
野
菜
認

定
制
度
」
を
創
設
。
「
来
歴
」
「
食
文

化
」
「
品
種
特
性
」
の
３
項
目
で
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
も
の
を
選
定
し
て

い
る
。
今
年
３
月
現
在
、
83
種
類
。

　

【
伝
承
地
栽
培
認
定
】

　

伝
承
地
で
継
続
的
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
伝
統
野
菜
お
よ
び
一
定
の
基
準
を
満

た
し
た
生
産
者
グ
ル
ー
プ
を
認
定
。
今

年
３
月
現
在
、
52
種
類
、
50
団
体
。
須

高
に
あ
る
信
州
の
伝
統
野
菜
４
種
類
は

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

【八町きゅうり】
一般的なキュウ
リより太くて短
く、ブルーム（皮
の表面につく白
い粉）がある。
皮が薄く水分も
多めで、食味は
良好。須坂市上
八町で誕生したといわれ、1955年前
後には各地で盛んに栽培されていた。
しかし新品種や果樹の普及などで生産
量は減少した。また自家採種の繰り返
しで特性が変異したことなどから、
2005年に高甫地区住民らで研究会を
組織。地元農家や、八町きゅうりの研
究に取り組んでいた須坂園芸高校野菜
クラブ（現須坂創成高）と連携し、元
祖に近い数種類の苗を育てて系統や栽
培方法を研究。現代版の八町きゅうり
を確立した。　
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お
い
し
さ
生
で
食
べ
て
こ
そ

　
　
　

少
数
で
生
産　
　

高
甫
小
児
童
の
存
在
心
強
く

２

八
町
き
ゅ
う
り
編

収
穫
の
頃
合
い
を
見
る
黒
岩
さ
ん
＝
７
月
上
旬　

キ
ュ
ウ
リ
の
枝
を
整
え
る
高
甫
小
４
年
生
。「
こ

の
枝
、
切
っ
て
い
い
の
か
な
」
＝
７
月
５
日　

高
甫
小
３
、４
年
生

総
合
学
習
で
栽
培

【沼目越瓜
（ぬまめしろ
うり】　須坂
市沼目地区で
栽培されてき
た在来種。淡
緑色の果皮は
薄く、肉厚で

歯ごたえが良い。かす漬けなど漬物
に最適とされる。同地区は地下水位
が高く、シロウリの適地として江戸
時代から盛んに栽培されてきた。
　昭和３（1928）年には採種組合
が発足。種苗の注文が全国各地から
相次いだが、同30年代ごろから収
益性の高い果樹栽培に移行する農家
が増え、生産量は減少していった。
　平成26（2014）年、地元農家ら
有志が「沼目越瓜の会」を立ち上げ
た。地域に伝わる野菜、食文化を残
そうと、協力して栽培を続けている。

　

【
信
州
の
伝
統
野
菜
】
県
は
２
０
０

６
年
に
、
固
有
品
種
の
継
承
と
地
域
振

興
を
目
的
と
し
た
「
信
州
伝
統
野
菜
認

定
制
度
」
を
創
設
。
「
来
歴
」
「
食
文

化
」
「
品
種
特
性
」
の
３
項
目
で
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
も
の
を
選
定
し
て

い
る
。
今
年
３
月
現
在
、
83
種
類
。

　

【
伝
承
地
栽
培
認
定
】

　

伝
承
地
で
継
続
的
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
伝
統
野
菜
お
よ
び
一
定
の
基
準
を
満

た
し
た
生
産
者
グ
ル
ー
プ
を
認
定
。
今

年
３
月
現
在
、
52
種
類
、
50
団
体
。
須

高
に
あ
る
信
州
の
伝
統
野
菜
４
種
類
は

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

収
穫
期
は
毎
朝
畑
で
作
業
に
励
む
＝
８
月
12
日

収
穫
し
た
沼
目
越
瓜
を

選
別
す
る
田
中
会
長
＝

８
月
20
日

　

沼
目
越
瓜
の
会
は
あ
す

３
日
午
前
８
時
〜
10
時
、

沼
目
町
公
会
堂
（
沼
目
薬

師
堂
）
で
規
格
外
品
を
安

価
で
販
売
す
る
。
今
年
初

規
格
外
品
を

安
価
で
販
売

あ
す 

公
会
堂
で

　

沼
目
越
瓜
（
し
ろ
う

り
）
の
収
穫
は
夏
の
１
カ

月
間
、
毎
日
続
く
。
８
月

12
日
早
朝
６
時
す
ぎ
、
朝

日
に
照
ら
さ
れ
た
畑
で
沼

目
越
瓜
の
会
の
会
員
た
ち

が
、
は
さ
み
を
手
に
作
業

を
始
め
た
。
「
お
い
、
大

き
い
の
あ
っ
た
ぞ
」
―
。

収
穫
の
目
安
は
長
さ
18
㌢

以
上
。
雨
が
少
な
く
、
生

育
は
例
年
よ
り
１
週
間
ほ

ど
遅
め
。
実
を
大
き
く
す

る
た
め
に
つ
る
を
整
え
な

が
ら
畑
を
見
回
り
、
こ
の

日
は
38
本
を
収
穫
し
た
。

　

同
会
に
よ
る
と
、
会
員

は
40
代
〜
90
代
の
９
人
。

２
０
１
４
年
の
発
足
当
時

と
同
じ
メ
ン
バ
ー
だ
。
今

年
で
10
年
目
。
本
業
の
果

樹
栽
培
な
ど
に
従
事
す
る

傍
ら
、
会
の
活
動
に
力
を

合
わ
せ
て
い
る
。
「
グ
ル

ー
プ
で
や
っ
て
い
る
か
ら

維
持
で
き
る
」
。
田
中
邦

秋
会
長
（
70
）
は
、
そ
う

強
調
す
る
。

　

現
在
、
畑
は
２
カ
所
。

計
約
13
㌃
で
栽
培
し
て
い

る
。
例
年
５
月
か
ら
畑
の

準
備
に
入
り
、
種
ま
き
は

６
月
上
旬
か
ら
中
旬
ご

ろ
。
作
業
は
徐
々
に
忙
し

く
な
る
。
「
最
初
の
う
ち

は
週
１
回
。
そ
れ
が
２
、

３
回
に
増
え
、
毎
日
に
な

っ
て
い
く
」
。
収
穫
は
７

月
下
旬
か
ら
始
ま
る
。

　

８
月
20
日
、
再
び
畑
を

訪
ね
る
と
、
収
穫
量
が
増

え
て
い
た
。
１
時
間
余
り

で
２
２
０
本
を
収
穫
。
例

年
多
い
日
に
は
３
０
０
〜

４
０
０
本
ほ
ど
取
れ
る
と

い
う
。
昨
年
は
計
３
２
０

０
本
近
く
を
出
荷
し
た
。

市
内
企
業
な
ど
に
販
売

し
、
漬
物
に
な
っ
て
消
費

者
に
渡
っ
て
い
る
。

　

同
会
で
も
発
足
当
初
か

ら
か
す
漬
け
を
作
り
、
市

内
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
販
売
し
て
い
る
。
今

年
は
大
き
さ
や
形
な
ど
が

規
格
外
の
瓜
を
販
売
し
、

新
た
な
や
り
方
で
普
及
を

図
り
た
い
考
え
だ
。

　

他
の
伝
統
野
菜
を
作
る

グ
ル
ー
プ
同
様
、
会
員
の

高
齢
化
が
進
む
。
田
中
会

長
は
言
う
。
「
約
３
０
０

０
本
を
買
っ
て
く
れ
る
お

客
さ
ん
が
い
る
。
少
な
く

と
も
そ
の
数
だ
け
は
確
保

し
な
い
と
い
け
な
い
」
。

そ
の
た
め
に
新
し
い
仲
間

も
増
や
し
た
い
そ
う
だ
。

　

８
月
28
日
、
今
年
も
無

事
収
穫
を
終
え
た
。
地
域

で
は
自
家
用
に
栽
培
し
て

い
る
数
軒
が
残
っ
て
い
る

と
い
う
が
、
出
荷
し
て
い

る
の
は
同
会
だ
け
。
地
道

な
活
動
が
続
く
。

の
取
り
組
み
で
、
食
品
ロ

ス
を
減
ら
し
、
瓜
の
普
及

を
図
る
。

　

先
着
50
人
に
英
国
生
ま

れ
の
調
理
用
青
リ
ン
ゴ

「
ブ
ラ
ム
リ
ー
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
問
い
合
わ
せ
は

田
中
会
長
☎
０
９
０
―
７

８
１
４
―
７
２
０
３
へ
。

夏
の
１
カ
月 

励
む
収
穫

沼
目
越
瓜
の
会   

力
合
わ
せ
て
活
動
維
持

沼
目
越
瓜

沼
目
越
瓜

３
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【
信
州
の
伝
統
野
菜
】
県
は
２
０
０

６
年
に
、
固
有
品
種
の
継
承
と
地
域
振

興
を
目
的
と
し
た
「
信
州
伝
統
野
菜
認

定
制
度
」
を
創
設
。
「
来
歴
」
「
食
文

化
」
「
品
種
特
性
」
の
３
項
目
で
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
も
の
を
選
定
し
て

い
る
。
今
年
３
月
現
在
、
83
種
類
。

　

【
伝
承
地
栽
培
認
定
】

　

伝
承
地
で
継
続
的
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
伝
統
野
菜
お
よ
び
一
定
の
基
準
を
満

た
し
た
生
産
者
グ
ル
ー
プ
を
認
定
。
今

年
３
月
現
在
、
52
種
類
、
50
団
体
。
須

高
に
あ
る
信
州
の
伝
統
野
菜
４
種
類
は

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　【村山早生牛
蒡（むらやまわ
せごぼう）】
　主な栽培地は
千曲川河川敷に
ある須坂市村山
地区。昭和 22
年ごろ、同地区

の農家が「中の宮早生ごぼう」を品
種改良して育てたのが始まりとされ
ている。現在は品種維持などを目的
に平成 19 年に発足した「村山早生
ごぼう生産組合」が中心となって、
栽培を続けている。
　色が白くて香りがよく、柔らかい
食感が特徴。灰汁（あく）が少ない
ため、調理がしやすい。きんぴらご
ぼうやみそ漬け、煮物、天ぷらなど
の他、生でも食べられるのでサラダ
などにも利用できる。地元を中心に
幅広い調理法で親しまれている。

村山早生牛蒡の収穫をする黒岩代表＝9月14日

　

９
月
上
旬
、
村
山
早
生

牛
蒡
（
ご
ぼ
う
）
が
収
穫

期
を
迎
え
た
。
「
村
山
早

生
ご
ぼ
う
生
産
組
合
」
代

表
の
黒
岩
粂
蔵
（
く
め
ぞ

う
）
さ
ん
は
「
今
年
は
雨

が
少
な
か
っ
た
か
ら
土
が

硬
い
。
例
年
よ
り
も
重
労

働
だ
」
と
収
穫
作
業
に
汗

を
流
す
。
12
月
ご
ろ
ま
で

続
く
と
い
う
収
穫
は
シ
ャ

ベ
ル
な
ど
を
使
い
、
手
作

業
で
行
わ
れ
る
。

　

主
な
栽
培
地
と
な
っ
て

い
る
須
坂
市
村
山
地
区
の

千
曲
川
河
川
敷
周
辺
は
、

千
曲
川
や
百
々
川
に
蓄
積

す
る
栄
養
分
を
含
ん
だ
石

の
少
な
い
柔
ら
か
い
土
壌

が
ゴ
ボ
ウ
栽
培
に
適
し
て

い
る
と
い
う
。

　

最
盛
期
の
昭
和
30
年
代

は
生
産
農
家
が
１
０
０
戸

を
超
え
て
い
た
が
、
時
代

の
変
遷
と
と
も
に
収
益
の

高
い
果
樹
栽
培
に
移
行
す

る
な
ど
、
現
在
は
14
戸
に

減
少
。
組
合
に
所
属
す
る

生
産
者
の
ほ
と
ん
ど
が
70

〜
80
代
と
高
齢
化
が
進

み
、
後
継
者
不
足
が
大
き

な
課
題
だ
と
い
う
。
次
世

代
の
継
承
に
向
け
、
同
組

合
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

普
及
活
動
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

日
野
小
で
は
毎
年
、
３

年
生
の
児
童
が
授
業
の
一

環
で
栽
培
や
生
産
者
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
る
。
取

材
を
し
た
９
月
26
日
、
児

童
約
20
人
が
同
組
合
の
畑

を
訪
れ
て
い
た
。
生
産
者

か
ら
話
を
聞
き
、
収
穫
の

様
子
を
見
学
。
黒
岩
代
表

は
「
子
ど
も
た
ち
が
こ
の

畑
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
大

人
に
な
っ
た
時
に
思
い
出

し
て
ほ
し
い
。
交
流
が
次

の
世
代
に
村
山
早
生
牛
蒡

を
つ
な
ぐ
種
ま
き
に
な
っ

て
い
て
ほ
し
い
」
と
願
っ

て
い
る
。

　

毎
年
秋
に
長
野
市
で
行

な
形
で
地
域
で
親
し
ま
れ

て
い
る
。黒
岩
代
表
が「
若

い
世
代
の
考
え
に
驚
か
さ

れ
た
」と
話
す
の
は
昨
年
、

須
坂
創
成
高
の
「
創
成
フ

ェ
ア
」
で
販
売
さ
れ
た
レ

ト
ル
ト
カ
レ
ー
だ
。

　

商
業
科
の
生
徒
が
中
心

に
な
っ
て
「
地
元
の
食
材

の
魅
力
を
発
信
し
た
い
」

と
、
村
山
早
生
牛
蒡
な
ど

を
使
っ
た
カ
レ
ー
を
開
発

し
た
。
反
響
は
大
き
く
、

今
月
28
、
29
日
に
行
わ
れ

る
同
フ
ェ
ア
で
は「
辛
口
」

「
甘
口
」
の
２
種
類
が
販

売
さ
れ
る
。
黒
岩
代
表
は

「
高
校
生
の
感
性
で
新
し

い
可
能
性
も
見
え
た
。
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

　

市
内
の
飲
食
店
関
係
者

ら
が
約
20
年
前
に
考
案
し

た
須
坂
市
の
名
物
み
そ
味

の
す
き
焼
き
「
み
そ
す
き

丼
」
は
村
山
早
生
牛
蒡
を

使
用
す
る
の
が
条
件
だ
と

い
う
。
市
内
に
あ
る
６
つ

の
飲
食
店
で
提
供
さ
れ
、

県
内
外
の
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　

伝
統
野
菜
を
次
代
へ
つ

な
ぐ
た
め
、
地
域
や
若
い

世
代
を
巻
き
込
ん
だ
活
動

は
続
い
て
い
く
。

　

※
「
次
代
へ
つ
な
ぐ
伝

統
野
菜
」
シ
リ
ー
ズ
は
今

回
で
終
了
で
す
。

日
野
小
児
童
と
生
産
組
合
の
交
流
は
長
年
続
い
て
い
る

わ
れ
る
産
業
フ
ェ
ア
で

は
、
ブ
ー
ス
を
設
け
て
生

産
者
ら
が
自
ら
販
売
。
黒

岩
正
勝
副
代
表
は
「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
。
体
が
動

く
う
ち
は
生
産
を
続
け

て
、
な
ん
と
か
し
て
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

◇

　

調
理
が
し
や
す
い
村
山

早
生
牛
蒡
は
、
さ
ま
ざ
ま

４

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
で
活
躍

村
山
早
生
ご
ぼ
う
組
合 

普
及
活
動
に
奮
起 

村
山
早
生
牛
蒡
編
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